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15:00「第２回シンポジウムを始めるにあたって」
冨田 克彦（産官学連携本部 特命教授）

（オープンイノベーション機構 統括クリエイティブ・マネージャー）

17:25「本シンポジウムの今後の展開について」
冨田 克彦（産官学連携本部 特命教授）

（オープンイノベーション機構 統括クリエイティブ・マネージャー)

16:50「そもそも、Well-beingはマネジメントの対象になりうる
のか。それはいかなる意味で可能か」

15:10「経営学はWell-beingについて、何を語ってきたか？」

服部 奏宏（経営学研究科 准教授）

江夏 幾多郎（経済経営研究所 准教授）
庭本 佳子（経営学研究科 准教授）

15:40「コロナショック下において、Well-beingは、何によって
左右されるのか？」
服部 奏宏（経営学研究科 准教授）

15:55「コロナ禍における感情的相反性は、個人の創造的行動に
どのように影響を与えるか？」
江夏 幾多郎（経済経営研究所 准教授）

16:10「日本の大企業において、Well-beingの高い社員に共通
する要因とは何か？」
庭本 佳子（経営学研究科 准教授）

16:25「Well-being視点が拓く新しい組織のあり方」
浅野 健一郎（一般社団法人 社会的健康戦略研究所）
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パネリスト：服部 奏宏（経営学研究科 准教授）
江夏 幾多郎（経済経営研究所 准教授）
庭本 佳子（経営学研究科 准教授）
浅野 健一郎（一般社団法人 社会的健康戦略研究所）

モデレータ：冨田 克彦（産官学連携本部 特命教授）

お申込みは、ＱＲコードかこちらの参加申込フォームより事前にご登録ください
お問い合わせは、tomita.k@port.kobe-u.ac.jp （冨田） まで

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_zBifTEQ2Tsu506ApgmH1fQ
mailto:tomita.k@port.kobe-u.ac.jp


パネリスト紹介

浅野 健一郎
（一般社団法人
社会的健康戦略研究所）

1989年藤倉電線株式会社（現株式
会社フジクラ）に入社。光エレク
トロニクス研究所に配属され光通
信システムの研究に従事。2011年
よりコーポレート企画室、2014年
より人事・総務部健康経営推進室。
2019年6月より株式会社フジクラ健康社会研究所
代表取締役。同年10月より一般社団法人社会的健
康戦略研究所の代表理事。現在、経済産業省 次
世代ヘルスケア産業協議会 健康投資WG専門委
員、厚生労働省 日本健康会議 健康スコアリン
グWG委員、厚生労働省 肝炎対策プロジェクト
実行委員他、経済産業省、厚生労働省等の委員を
多数兼務。

江夏 幾多郎
(経済経営研究所 准教授)

2003年、一橋大学商学部卒業。
2009年に博士（商学）。
名古屋大学講師，准教授を経て，
2019年より現職。
専門は人的資源管理論，雇用
システム論。2021年より日本
労務学会会長も兼ねる。
システム，実践，公正という観点から，企業の人
事管理や雇用のあり方についての研究に従事。
ウェルビーイングについての研究に直接的に従事
したことはないものの，それを経営できる可能性，
いかなる経営目標と結びつけるべきかについての
関心を有する。

庭本 佳子
(経営学研究科 准教授)

2015年、神戸大学大学院経営学
研究科博士課程後期課程を修了。
博士(経営学)。2015年に摂南大
学講師を経て、2017年より現職。
専門領域は、経営組織論、人的
資源管理論。
組織のケイパビリティ視点から「適応性」や「柔
軟性」をキーワードに、近年は企業組織の人事管
理が自組織のコンテクストにおいて、組織のレジ
リエンスと個人のアダプタビリティを高めるメカ
ニズムに関する研究に従事。このような観点から、
個人のウェルビーイングが組織力にも貢献するマ
ネジメントに関心を持っている。

服部 泰宏
(経営学研究科 准教授)

2009年、神戸大学大学院経営
学研究科博士課程後期課程を
修了。博士(経営学)。2009年
に滋賀大学講師、2011年に准
教授、2013年横浜国立大学准
教授などを経て、2018年より
現職。専門領域は、組織行動論及び人的資源管理
論。
「個人の優秀さ」と「組織と人の関わり合い」を
コアテーマに、採用や育成などの研究に従事。採
用などの各種施策と、そのもとでの個人側の行動
/反応が結合することで、どのように個人のウェ
ルビーイングがもたらされるかに関心を持つ。

冨田 克彦 （産官学連携本部 特命教授）
（オープンイノベーション機構 統括クリエイティブ・マネージャー）

松下電器産業（現パナソニック）ネット家電プラットフォーム開発センター所長、EC事業
カンパニー社長等を経て、科学技術振興機構（JST）CISO（最高情報セキュティ責任者）補佐。
2014年より神戸大学特命教授として着任。現在、産官学連携本部オープンイノベーション機構
にて産官学民連携の共同研究プロジェクト創成に尽力。

主催 ： 神戸大学 産官学連携本部 共同研究・オープンイノベーション推進部門
共催 ： 神戸大学大学院経営学研究科


